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表1-6 業種別エネルギー削減量



- 8 -

２．各対策における省エネルギー・ＣＯ 削減量の推計2

２－１ 鉄鋼業における対策

（対策の概要）

鉄鋼業の固有工程における対策として、以下のものを想定した。

①各プロセスの省エネ対策の推進

②新プロセスの導入（次世代コークス炉、溶融還元炉）

③高炉への廃プラスチック利用

④鉄スクラップの利用率向上

（エネルギー削減量の推計方法）

各対策の省エネルギー率及び対策の導入率により、各プロセスにおける粗鋼生産当た

りの省エネルギー量を推計した（表2-1）。各プロセスのエネルギー原単位、各対策の省

エネ原単位及び導入率（表2-2）は、表2-4に示すように各種資料により設定した。

また、高炉への廃プラスチック投入による省エネルギー効果は、廃プラが利用される

ことにより、既存コークス工程が削減されるとし、コークス生産分のエネルギーが削減

される量とした。

従来工程

鉄鉱石 焼結プロセス 高炉ﾌﾟﾛｾｽ 転炉ﾌﾟﾛｾｽ 鋳造ﾌﾟﾛｾｽ 圧延ﾌﾟﾛｾｽ

製造プロセス石炭 ｺｰｸｽ

電炉ﾌﾟﾛｾｽ
石炭 ｺｰｸｽ 鉄スクラップ次世代 製造ﾌﾟﾛｾｽ

鉄鉱石 リサイクル工程
石炭 溶融還元製鉄ﾌﾟﾛｾｽ

廃プラ利用

新プロセス

図2-1．鉄鋼プロセスの概要
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表2-1 鉄鋼業におけるエネルギー削減原単位


